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  「総合試験」に関する答申が出て 10 年近くが経過し，70 程の大学がこれに類する

試験を実施している。今回我々は，その試験内容に注目し内容分析を行なった。そ

の結果，約半分は単一の単元を用いる試験問題が混載された総合試験であることが

判った。また，思考力を問う単元を含む総合試験は，学部・学科に関連する単元に

基づいて出題されていることが判った。本研究は，今後総合試験を計画する大学に

とって一つの参考となると考える。 
 
1 はじめに 
  従来，日本の大学では教科・科目別に知識

や学習達成度を測定し，入学の合否を決定し

てきた。しかし，90 年代に入ると「測定す

る学力の多様化」や「入学試験の軽量化」が

求められるようになり，小論文試験や科目横

断型総合問題，総合適性試験などが導入され

た。また，この流れを受け，2000 年 11 月

に大学審議会から出された最終答申「大学入

試の改善について」の中では，教科・科目ご

との達成度とは異なる受験生の特性を測定す

る手段として「総合試験」が提案された。こ

の中では，高等学校のカリキュラム内容を十

分に勘案しつつも，教科・科目にとらわれな

い数理的な思考力や言語的な表現力，また，

大学で学ぶために必要であると考えられる基

礎的・総合的な能力等を測定し，合否判定資

料として使うことが求められている。 
  答申から 10 年近く経ち，現在大学入試に

導入されている総合試験を実施状況や各種関

連資料から総覧すると，利用形態の観点から

は，(ア)受験者の種々な能力，(イ)特定の学

部向けの基礎能力や適性，(ウ)推薦入試や

AO 入試における幅広い学力，(エ)基礎的な

能力，を測定する試験等に分類される。また，

試験内容の観点からは，(A)教科・科目複合

型の総合試験，(B)教科・科目にとらわれな

いカリキュラムフリー型の総合試験，に分類

される。このような状況から，多様な試験を

指す言葉として「総合試験」が用いられてい

ることが判る。 
  本稿では，現在実施されている「総合試

験」について，その実態を報告すると共に，

試験問題の内容から分類を試み，今後総合試

験を導入しようとする大学にとって参考にな

る資料を提供しようと考えた。 
 
2 実施状況 
  平成 20 年度入試において，高校の教科科

目には含まれていない名称である「総合試

験」や，それに類する名称の試験(これらを

まとめて，ここでは以後「総合試験」と呼ぶ

ことにする)を実施している大学に，使用し

た問題冊子を提供してもらい，本研究に用い

た。対象とした大学数や学部数，問題冊子数

は表 1 の通りである。これを見ると，国公

立大学は試験問題を学部単位で作成・管理し

ていることが想像されるが，一方で私立大学

は 1 冊の問題冊子を複数の学部で同時に

使っている大学もあることが判る。また，国

立大学の 73 学部の実施時期の内訳は，AO
試験(3 学部)，前期試験(30 学部)，後期試験

(40 学部)であった。後期試験で実施してい

る学部の方がやや多いものの，前期試験と後

期試験がほぼ拮抗している傾向は伊藤

(2006a)の調査結果とも符合する。 



  次に，4 年制大学(188 学部)において実施

している学部名称を整理してみると(表 2)，
医学部，看護福祉系学部，理学系学部，教育

系学部，工学系学部に利用されていることが

判る。 

表 1 調査対象とした大学数，学部数，冊子数 
大学数 学部数 問題冊子数

国立大学 26 73 73
公立大学 18 65 65
私立大学 20 50 36
短期大学 2 9 8
合計 66 197 182

 
表 2 実施学部一覧(4 年制大学) 

個数 学部名 個数 学部名 個数 学部名
1 13 医学部 3 理工学部 1 国際学部
2 2 歯学部 1 理工学群 12 国際環境工学部
3 11 看護学部 9 工学部 1 国際関係学部
4 1 看護栄養学部 3 ソフトウェア情報学部 4 国際情報学部
5 2 看護福祉学部 3 工芸科学部 3 国際文化交流学部
6 3 保健看護学部 1 電気通信学部 2 生活科学部
7 2 保健福祉学部 1 園芸学部 1 生命科学部
8 1 保健医療学部 1 農学部 3 生命環境科学部
9 1 保健科学部 1 畜産学部 1 生命環境学部

10 3 健康福祉学部 4 環境科学部 1 総合政策学部
11 1 健康栄養学部 1 環境人間学部 1 体育学部
12 1 健康科学部 1 環境造園学部 3 地域学部
13 6 社会福祉学部 1 技能工芸学部 4 文学部
14 3 人間健康学部 13 教育学部 8 人文学部
15 3 人間生活学部 6 教育人間科学部 4 法学部
16 3 人間文化学部 1 教育文化学部 1 法経学部
17 1 人間環境学部 3 経営学部 3 法文学部
18 1 人間看護学部 1 経営情報学部 1 現代法学部
19 3 薬学部 6 経済学部 1 コミュニケーション学部
20 7 理学部 1 芸術学部 1 ビジネス情報学部

3 全科類  
 

3 内容分析 
  収集した全ての問題冊子(182 冊)について，

これらに掲載されている試験問題を 1 題ず

つ精査し，解答に必要な単元や科目を特定し

た。多くの試験問題は大問単位で 1 題を構

成しているが，一部には大問の中をいくつか

に小分けにした中問レベルで他の学科等と共

通した試験問題を構成している例があるため，

分析は冊子に掲載されている大問単位とはせ

ずに，解答過程の一つの塊を 1 題と捉えて

内容分析を行なった。また，試験問題の中に

は単問形式のものや，実験を伴うもの，留学

生を対象とした日本語に関するもの等も含ま

れていたので，これらを除外して，最終的に 
504 題を解析対象とした(表 3)。分析から除

外した 19 冊を除いた残りの 163 冊(=182－

19)について，1 冊の問題冊子に含まれる試

験問題数の頻度と割合を表 4 に示すが，ほ

とんどが 1 題～4 題に集中しており，平均問

題数は 3.4 題であった。 
  また，試験問題の内容分析の結果，最終的

に 17 種類の単元が抽出され，延べで 868
回の単元が観測された。単元ごとの出現回数

を表 5 に示す。なお，その際に数理的な思

考力や言語的な表現力等を測る単元として，

「論述を要するもの(論述)」，「論理的思考を

要するもの(論理)」，「読解を要するもの(読
解)」を挙げ，また，試験問題の素材として

総合試験では「時事問題(時事)」を取り扱う

ことが広く行なわれているので，これらも単

元として加えてある(表 5 下段)。 
 



表 3 試験問題数 
全問題数 576題
共通問題  53題
除外    19題
分析対象   504題  
 
表 4 試験問題数の頻度分布 

頻度
1 21 13
2 48 29
3 30 18
4 32 20
5 14 9
6 1 1
7 5 3
8 5 3
9 2 1

10 3 2
11 1 1
12 1 1

163 100

試験問題数

合計

割合(%)

 
 
4 単元数による分類 
  一つの試験問題に含まれる単元の数に注目

し，1 つしか出現しないものを「単一単元問

題」，複数出現するものを「複数単元問題」

として分離したものを表 5 の右側に掲載し

た。これを見ると高校の教科科目に関連する

単一単元問題は合計で 237 回(=237 題)あり，

これは全体の 47%(=237/504)にあたり，試

験問題のほぼ半分が単一科目で構成されてい

ることが判る。つまり，試験としては「総合

試験」という 1 冊の問題冊子にまとまって

いるものの，その中に含まれる試験問題は，

単一科目の試験問題が複数配置されて構成さ

れていることになり，特定の一科目に限定さ

れない「教科・科目混合型の総合試験」とい

うことになる。 
一方，教科・科目に固有の個別知識に依存

しない数理的な思考力や言語的な表現力を測

定することを意図したと考えられる思考力関

連の単元については，単一単元問題は少なく

(13 回=13 題)，ほとんどが複数単元問題と

なっていることが判る。これは思考力等を測 

表 5 単元ごとの出現回数 
単元 出現回数 単一単元 複数単元

国語 87 25 62
社会科 3 2 1
世界史 12 2 10
日本史 8 1 7
地理 5 2 3
現代社会 2 1 1
数学 70 45 25
物理 59 45 14
化学 68 43 25
生物 46 18 28
地学 9 4 5
英語 100 48 52
その他 6 1 5
小計 475 237 238
論述 167 1 166
論理 82 5 77
読解 96 3 93
時事 48 4 44
小計 393 13 380
合計 868 250 618

高
校
教
科
科
目
関
連

思
考
力
関
連

 
 

定する際には，選抜単位の学部・学科に強い

関連のある高校教科を題材にしたものや，試

験問題に英語資料を提示したりして，複数の

単元を明確には分離できないような形式で組

み合わせて出題しているからであると思われ

る。このようなタイプの試験問題は「教科・

科目融合型の総合試験」と呼べるものと言え

る。また，中学や高校の教育課程への依存度

を減らして内容や形式に自由度を持たせたタ

イプの試験問題は「カリキュラムフリー型の

総合試験」ということになる。本研究で収集

することができた試験問題は，藤井他(2002)
および伊藤(2006b)によって定義された総合

試験の全ての種類にわたっている。 
 
5 数理的な思考力や言語的な表現力を問う問題 

  今回の内容分析では，総合試験に出現する

数理的な思考力や言語的な表現力を問う問題

を構成する単元として「論理」，「論述」，「読

解」，「時事」を抽出した。各々の単元が深い

意味合いを持った単語であるので，表面的な

理解は総合試験を検討する際に誤解を誘引す



る恐れがあることに注意する必要がある。例

えば，読解にはその対象として，文章だけで

なく，図やグラフ，また表等も含まれるので，

読解をより細かく検討する際には，これらの

対象物を分離して再評価する必要があるであ

ろう。 
  これら思考力関連の 4 つの単元の組み合

わせによる試験問題数を表 6 に示す。その

際に，表 5 の上段に列挙した 13 の高校教科

科目に関連する単元を含めて各々の組み合わ

せを考えると相当の数になり，しかし，ス

パースな表となってしまうので，13 の高校

教科科目に関連する単元を一つにまとめて

「高校教科科目の有無」として組み合わせを

求めた。これを見ると，思考力関連の 4 つ

の単元はどれか一つと高校教科科目との組み

合わせで出題されることが多い。また，4 つ

の単元の中では論述を含むものが多く(167
題 ) ， 表 6 に 掲 載 さ れ た 試 験 問 題 の 
68%(=167/247)にも上る。逆に，4 つ全ての

単元を含む問題は見あたらない。 
 
6 まとめと今後の課題 
  今回我々は大学入試で実施されている総合

試験について，その試験内容に注目し内容分

析を行なった。その結果，約半分は単一の単

元を用いる試験問題が混載された総合試験で

あることが判った。また，思考力を問う単元

については，学部・学科に関連する単元に基

づいて出題されていることが判った。これら

のことは，今後総合試験を課してみようと考

える大学にとって，どのような作題をすれば

良いかの一つの指針となるであろう。 
  教科にとらわれない思考力等を測定するた

めの試験に対するニーズは今後も高まってい

くと考えられるので，総合試験に対する期待

が衰えることはないように思われる。単一の

単元が混載された総合試験は，従来からの作 
題体制を利用することで作成可能であろうが，

思考力等を測定するための試験には，関連す 

表 6 思考力等を測定する際の組み合わせ 

なし あり
1 論述 1 74
2 論理 5 22
3 読解 3 15
4 時事 4 9
5 論述 論理 0 10
6 論述 読解 15 13
7 論述 時事 15 8
8 論理 読解 17 1
9 論理 時事 2 0

10 読解 時事 0 1
11 論述 論理 読解 18 5
12 論述 論理 時事 0 1
13 論述 読解 時事 5 2
14 論理 読解 時事 0 1
15 論述 論理 読解 時事 0 0

85 162
247

合計

時事 高校教科科目No. 論述 論理 読解

 
 
る単元をどのように組み合わせ，試験問題と

して仕上げていくか等の検討が必要であり，

各大学における作題体制の育成が必要と考え

られる。 
  今後は第 1 節で述べた利用形態の観点(ア
～エ)から，総合試験の分類を試みる予定で

ある。 
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